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1 はじめに 

 

院外心肺機能停止傷病者の搬送記録について、日本では 1994 年より独自の「救急蘇生指標」

を用いたデータ収集を開始し、2005 年 1 月からは、総務省消防庁(以下、消防庁と略す)が世界的

に統一された「ウツタイン様式」を用いて、全国の消防本部を通じて国レベルのデータ収集を行

ってきている(図 1)。これらのデータを用いて、救急救命処置等による救命効果や、救急救命率

の向上に係る施策の確立等に関する検討 1)'2)も行われてき 

ているところである。 

一般的に、広範囲にわたる調査結果の有効活用を図るには、調査記録に関わる者の知識レベル

をはじめとする種々の要件を「均質に」することが重要な前提の一つとなる。しかし、現在収集

しているウツタイン統計データには、例えば、救急活動「時刻」に関する記録の基準となる時計

が合わせられていない 1)ことや、「バイスタンダーCPR の有無」についての記録者の判断の違い

など 1)により、データの均質性が確保されない問題が考えられる。データ分析の視点からすれば、

これらのデータが欠損しているという問題を意味している。また、現状のウツタイン統計データ

には、空白・矛盾等の異常値もあり、不完全なデータといえる。不完全なデータは英語では

「missingdata、日本語では「欠損データ」、「欠測データ」あるいは「欠落データ」と呼ばれてい

るが、本稿では「欠損データ」という表現を使うことにする。 

欠損データの問題は、統計学をはじめ医学、政治学など様々な学術分野において、看過できな

い問題として注目されている。欠損データを無視したり、無根拠に除外したりすると、偏りのあ

る、役に立たない結果が得られる恐れが出てくる。一方、欠損データへの対処法は必ずしも確立

してはいない 3)'4)。分析者各自がその場しのぎ的に対応しているというのが現状であろう。 

本稿は、ウツタイン統計データの有効活用にねらいを置き、消防庁が収集しているウツタイン

統計データ(以下、「消防庁ウツタイン統計データ J という)における欠損データの発生状況を考

察し、欠損データがもたらす問題とその対処法を検討したい。 
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2 消防庁ウツタイン統計データにおける欠損データの発生状況 

 

(1)消防庁ウツタイン統計データの概要 

消防庁ウツタイン統計データの内容を図 2(左)に示す。全国の消防本部から収集したデータを

Excel 等のソフトにおいて、一番上の行が「変数名」、その下の各行が個々の「ケース」となるよ

うに、データベース化することができる(図 2右)。このようなデータベースには、主に表 1に示

す 7つの欠損パターンが考えられる。 
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(2)欠損データが持つ問題性 

欠損データが持つ問題性の本質は、欠けているデータの分量にあるのではなく、欠損の発生メ

カニズムと密接に関わっている。即ち、欠損が生じている変数とそれ以外の変数との間の因果関

係の有無が問題になる。例えば、「重複ケース」という欠損が「消防本部」においてランダムに発

生しているか、ランダムでない形で発生しているかによって、その対処法は大きく異なってくる

のである。 

ランダムに発生する欠損データを除外して分析を行う場合に、ケース数の減少によって分析の

精度がやや低下する以上の問題性を持たない。言い換えれば、「無視可能」な欠損である。しか

し、ランダムでない形で発生する欠損データを除外して分析を行う場合に、分析結果をゆがめる

恐れがあるため、「無視できない」欠損となる。一つの例を見てみると、社会調査におけるサンプ

リングを行うことが問題にならないのは、データの欠損をランダムに発生させているからである。 

 

 

(3)消防庁ウツタイン統計データにおける欠損の発生状況 

上記(2)の考え方に基づき、消防庁ウツタイン統計データ(2007 年)を例として、以下の三点を

分析、集計し、欠損の発生状況を把握してみた。結果を表 2にまとめる。 
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ア 欠損データの項目 

イ 欠損データの件数 

ウ 欠損データが母集団に占める割合(欠損率) 

表 2において、「国単位」、「都道府県単位」の欠損率を考察しているのは、現状の消防庁ウツタ

イン統計データがテンプレートに従って国及び都道府県単位で集計・公表されているからである。

また、「消防本部単位」の欠損率にも着目しているのは、消防庁ウツタイン統計データは、全国の

消防本部から収集されており、本部毎の欠損率を把握することにより、欠損発生のメカニズム及

びその対処法を検討できるからである。 

表 2に示すように、様々な欠損データの中に、ランダムに発生するものもあれば、ランダムで

ない形で発生するものもあることが明らかとなった。<「消防本部単位」でランダムでない形で発

生している欠損項目及びそれぞれの欠損率を示す箇所は灰色で表示されている〉 
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3 欠損データがもたらす問題の分析例 

 

前節の 2(2)では、欠損発生のメカニズムによってその問題性が変容するということを述べた

が、一般的に、欠損データを含んだ調査結果を手にしてその欠損メカニズムを特定する作業は、

必ずしも容易ではない。また、その手法を一般化することも極めて困難なのが現状である 3)'4)。 

本稿では、何らかの理由で欠損データが存在した場合に、その欠損部分を分析に含めて分析し

ても、含めずに分析しても、分析結果に大きな違いがなければ、その欠損を「無視可能な欠損」

とし、他方、分析結果に大きな違いをもたらす場合、その欠損を「無視できない欠損」とする。

それぞれについて、一例を挙げ図 3、図 4 に示す。 

図 3 は「無視可能な欠損」の分析例である。具体的に、表 2 にある「⑦矛盾データ」の中で、

「1ヶ月生存あり」で「脳機能または全身機能カテゴリー5」と「1ヶ月生存なし」で「脳機能ま

たは全身機能カテゴリー5」という欠損データを含めた場合と、それらの欠損データを含むケー

スを取り除いた場合の「都道府県別の 1 ヶ月生存率」の結果比較を示すものである。図 3でわか

るように、これらの欠損は分析結果に大きく影響することがなく、「無視可能な欠損」であると推

測される。 

図 4は「無視できない欠損」の分析例である。具体的に、表 2にある「④重複ケース」につい

て、「重複ケース」を含めた場合と、それらのケースを除外した場合の「都道府県別の発症率」の

比較を示すものである。図 4に示すように、「重複ケース」による欠損は分析結果(都道府県間の

序列)を大きく左右することがわかる。したがって、この種の欠損は「無視できない欠損」とな

る。 
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4 消防庁ウツタイン統計データにおける欠損への対処法 

 

一般的に、欠損データへの対処法としては、主に「欠損データを分析から除外する」、「何らの

値で代入する」及び「再調査により欠損を補完する」という 3つの方法が挙げられる。 

それぞれの長所と短所を表 2にまとめる。 

消防庁ウツタイン統計データにおける欠損について、分析の対象によって、表 2 に示す方法の

組み合わせを利用すると効果的であろう。例えば、国単位の分析を行う場合に、年間十万件以上

の膨大な母集団数に対して、欠損データが微小であれば、分析結果への影響も微小と考えられる 
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ため、「除外」しても差し支えないと考えられる(ただし、どの程度までを「微小」と考えるべき

かという課題が残る)。また、「再調査」という方法により、一部の欠損データが復元できるとと

もに、欠損の原因をある程度限定できた場合に、「代入法」を組み合わせて行うと、欠損データを

最大限に埋め込むことができる。 

 

 

5 まとめ 

 

本稿は、2007 年消防庁ウツタイン統計データにおける欠損データの発生状況を考察し、欠損デ

ータがもたらす分析上の問題及びその対処法について検討を試みた。欠損データが持つ最大の問

題は、欠損が無視できるか否かについて配慮せずに、欠損データを除外してしまうと、分析結果

に偏りが生じる可能性がでてくることである。一方、「代入法」または「再調査法」を通じて欠損

データを補完するような対処法には、多くの手間と時間がかかる場合があり、「無視可能な欠損」

については、「除外法」の簡便性を考慮し、十分に活用することも重要である。即ち、消防庁ウツ

タイン統計データにおける欠損について、分析事項及び対象母集団などに応じて、表 2 に示す 3

つの対処法の組み合わせを図ることが有効であると考えられる。 

どのような対処法にも、それぞれ長所と短所があり、最善の方法は欠損データを生み出さない

ことである。そのためには、ウツタイン統計に係るデータ記録、システムへの入力等の過程で、

あらかじめ欠損が出ないような(ソフト的・ハード的な)工夫をすることが最も重要であろう。 
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